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角

屋
本

「弘
法
大
師

行
状

記
絵
巻

」
再
考
-
東
寺
本
と
の
図
様
比
較
を
中
心
に
ー

塩*

出

貴

美

子

要

旨

本

絵
巻

は
京
都
島
原

の
角
屋

に
伝
来
し
た
も

の
で
、
十

二
巻
か
ら
な
る
。
題
箋
に
は

「行
状

記
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
弘
法
大
師
空
海

の
誕
生
か
ら
入
定

に

至

る
ま

で
の
伝
記
に
、
そ

の
後

の
事
蹟
数
件
を
加
え
た
も

の
で
あ
り
、

「
行
状
記
」
が

「弘
法
大
師

行
状
記
」

の
略

で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
本
絵
巻
に

つ
い
て
は
、

　
ユ

　

先

に
、

そ
の
概

要
を

紹
介
し
た
が
、
そ

こ
で
は
紙
数

の
制
約
も
あ
り
、
充
分

に
検
討
し

得
な
か

っ
た
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
特

に
、
本
絵
巻

の
原
本
で
あ
る
東
寺
所
蔵

「弘
法

大
師
行
状
絵

詞
」

(
以
下
、
東
寺
本
と
称
す
る
)
と

の
図
様
比
較
に

つ
い
て
は
、
わ
ず

か

に
二
、

三
の
点
を

指
摘
し
た

に
過
ぎ
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
中
心

に

検
討
し
、
改
め

て
本

絵
巻

の
特
質
を
考
察
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

角
屋
本

「弘
法
大
師
行
状
記
絵
巻
」
の
概
要

本
題
に
入
る
前
に
、
先
の
検
討

の
結

果
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。
ま
ず
、
本
絵
巻
に
は
、

「行
状

記
十
二
巻
筆
者
」
と
題
す
る
詞
書
筆
者
目
録

一
巻

(以
下

「目
録
」
と
称
す
る
)

が
付
随
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
充
分
な
信

愚
性
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
詞
書
は
前
権
中
納
言
藤
谷
為
茂
以
下
十

二
人
の
公
家
が

一
巻
ず

つ
を
担
当
し

た
こ
と
、
お
よ
び
各
巻
の
題
銘
は
安
井
門
跡

前
大
僧
正
道
恕
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
奥
書
に
は

[元
禄
十
六

年

(
一
七
〇
三
)
五
月
日
」
の
年
記
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
完
成
し
て
い
た
か
、

あ
る
い
は
製
作
中
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
よ
り
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
に
完

成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
の
筆
者
に

つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら

「目
録
」

に
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
画
面
を
見
る
と
、
岩
な
ど
の
描
法
に
は
狩
野
派

の
厳
法
が
認
め
ら
れ
る

一
方
、
面
貌
に
は
大
和
絵
的
な
要
素
も
見
ら
れ
る
と
い
う

よ
う
に
、
和
漢
の
画
風
が
混
在
し
た
絵
と
な

っ
て
い
る
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、

狩
野
派
の
影
響
下
に
あ

っ
た
絵
師
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
弘
法
大
師
の
行
状
を
主
題
と
す
る
同
種
の
絵
巻
は
、
数
多
く
伝
存
し
て

　
　

　

お
り
、
巻
数
や
事
蹟
の
内
容
に
よ

っ
て
、
次
の
五
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

(5)(4)(3)(2)(1
結
論
か
ら
言
え
ば
、

東
寺
本
で
あ
る
。

を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

　
る

　

 

蔵
本
の
二
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
。

高
祖
大
師
秘
密
縁
起

高
野
大
師
行
状
図
画

(六
巻
本
)

高
野
大
師
行
状
図
画

(十
巻
本
)

弘
法
大
師
行
状
絵
詞

高
野
大
師
行
状
図
画

(版
本
)

本
絵
巻
は
ω
の
系
統
に
属
し
、
そ
の
原
本
は
先
述
の
如
く

東
寺
本
の
写
本
は
数
点
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
詞
の
み

　
ヨ

　

絵
を
伴
う
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
東
寺
観
智
院
本
と
個
人

し
た
が

っ
て
、
本
絵
巻
は
類
例
の
少
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な
い
ω
系
統

の
新
た
な

一
点
と
し

て
も
甚
だ
貴
重
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
東
寺
本
と
本
絵
巻
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
両
者
を
比
較
し
た
結

果
、
詞
は
ほ
ぼ
完
全
に

一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
得
た
。
た
だ
し
、
本
絵
巻
に
は
、

さ
ら
に
他
本
と
校
合
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
絵
に
つ
い
て
は
、
図
様
の

相
似
関
係
を
次
の
四
種
に
分
類
し
た
。

A

基
本
的
な
構
図
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の

B

構
図
の

一
部
に
比
較
的
目
立

っ
た
異
同
が
あ
る
も
の

C

角
屋
本
で
、
場
面
の
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

D

構
図
が
全
く
異
な
る
も
の

　
ら

　

A
に
該
当
す
る
も
の
が
全
六
十

一
段
中
四
十
段
あ
り
、
概
し
て
言
え
ば
、
D
の

段

巻
1皿皿WV皿X

1AACABADAACAA

2AAAABABBBABA

3AABACAAAAABA

4AAAAAABB

5BBBAABA

6

ワ
ー

0
0

0
σ

A

A

A

AC

A

C

A

AB

A

11

40

段

B

駐

15

段

C
11

5

段

D
11

1

段

計

11

61

段

表1東 寺本と角屋本の図様の相似関係

一
段
を
例
外
と
し
、
他
の
大
部
分
は
東
寺
本
の
図
様
を
継
承
し
て
い
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
が
先
に
検
討
し
た
本
絵
巻
の
概
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
に
述
べ
た
図

様
比
較
の
問
題
に
関
し
て
は
、
A

・
C

・
D
か
ら

一
例
ず

つ
を
紹
介
し
た
の
み
で

あ
り
、
さ
ら
に
全
体
に
わ
た
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
分
類
結
果
は
表
1
の
通
り

で
あ
り
、
以
下
で
は
、
こ
れ
に
従
い
、
A
か
ら
順
に
改
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

　
　

　

な
お
、
各
巻
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る

(
1
は
第

一
巻
の
略
、
以
下
同
)
。

1HIV皿

 

VXD(V皿VH

誕
生
霊
瑞

登
壇
受
戒

虚
空
書
写

渡
海
入
唐

珍
賀
俄
謝

多
生
誓
約

三
鈷
投
所

清
涼
宗
論

東
大
寺
蜂

南
山
表
請

東
寺
勅
給

講
堂
起
立

正
月
修
法

東
寺
灌
頂

仙
院
臨
幸

童
稚
奇
異

聞
持
修
行

釈
迦
湧
現

大
使
替
書

修
円
護
法

宮
中
壁
字

帰
朝
奏
表

高
雄
練
行

明
神
衛
護

八
幡
鎮
座

舎
利
灌
浴

門
入
遺
誠

官
位
追
贈

四
王
侍
衛

室
戸
伏
龍

久
米
感
経

長
安
奏
聞

図
像
写
経

流
水
点
字

漉
水
生
樹

伝
教
灌
頂

高
野
結
界

稲
荷
来
影

室
生
修
練

真
影
図
画

大
師
詮
号

二

図
様
比
較

(A
)

俗
典
讃
仰

出
家
学
法

金
剛
定
額

老
娼
授
鉢

存
問
勅
使

恵
果
附
属

梵
僧
授
経

久
米
講
経

円
堂
鎮
壇

堂
塔
草
創

神
泉
祈
雨

南
山
入
定

博
陸
参
詣

青
龍
受
法

石
碑
建
立

大
内
書
額

濁
水
手
水

心
経
講
讃

A
は

「基
本
的
な
構
図
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
四
十
段
が
該
当
す

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う

「基
本
的
な
構
図
」
の
範
囲
は
、
図
様
の
中
の
主
要
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な

モ
チ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
説
話

の
展
開
に
直
接
的
に
関
与
す
る
人
物
や
事
物
等
の

配
置
、お
よ
び
背
景
と
な
る
建
物
の
配
置
や
風
景
の
大
ま
か
な
構
成
の
こ
と
と
し
、

そ
の
細
部
の
表
現
や
、
そ
の
ほ
か
の
添
景
的
な
モ
チ
ー
フ
は
含
め
な
い
も
の
と
す

る
。ま
ず
、

一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

I
I
I

「誕
生
霊
瑞
」

(
I
l
I
は
第

一
巻

　
　

　

第

一
段
の
略
、
以
下
同
)
に

つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
I
1
2

「童
稚
奇
異
」
を
見
る
こ
と
に
し
た

い
。
こ
の
段
に
は
、
①
大
師
五
、
六
才
の
時
、

夢
に
常
に
八
葉
の
蓮
華
上
に
座
し
て
諸
仏
と
語
る
の
を
見
る
、
②
大
師
十
二
才
の

時
、
父
母
が
大
師
を
仏
門
に
入
れ
よ
う
と
話
す
の
を
聞
い
て
喜
ぶ
、
③
子
供
ら
し

い
遊
び
は
せ
ず
、
常
に
泥
土

で
仏
像
を
造
り
、
草
木
で
建
て
た
堂
の
中
に
据
え
て

礼
拝
す
る
、
と
い
う
幼
年
時
代
の
三

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
画
面

上
で
は
①
③
②
の
順
に
展
開
す
る
が
、
東
寺
本
と
角
屋
本
を
見
比
べ
る
と
、
基
本

的
な
構
図
に
つ
い
て
は
、
人
物
は
勿
論

、
背
景
と
な
る
建
物
や
風
景
の
様
子
ま
で
、

角
屋
本
は
東
寺
本
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

(図
1

.
2
)。

し
か
し
、
そ
の
細
部
に
注
目
す
る
と
、
角
屋
本
で
は
、
眠

っ
て
い
る
は
ず
の
大

師
の
目
が
開
い
て
い
る
、
衣
服
の
文
様
や
几
帳
な
ど
の
室
礼
が
当
世
風
の
装
飾
的

な
も
の
に
な
る
、
板
戸
が
明
り
障
子

に
、
ま
た
網
代
垣
が
柴
垣
あ
る
い
は
板
垣
に

な
る
、
樹
木

の
種
類
や
配
置
が
相
違
す
る
、
土
披
の
傍
ら
の
秋
草
が
省
略
さ
れ
る
、

な
ど
数
多
く
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
寺
本
は
霞
を
濃
い
群
青
で
塗
る

が
、
角
屋
本
は
霞
の
周
囲
に
淡
墨
の
外
隈
を
か
け
、
内
部
は
素
地
の
ま
ま
に
残
し

て
い
る
。
こ
の
霞
の
表
現
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
角
屋
本
の
彩
色
は
東

寺
本
よ
り
も
概
し
て
淡
泊

で
あ
り
、
こ
の
点
に
も
当
世
風
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

角
屋
本
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
構
図
は
東
寺
本
を
踏
襲
す
る
も
の
の
、
そ

れ
を
構
成
す
る
個

々
の
モ
チ
ー
フ
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
当
世
風
の
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
る
な
ど
、
か
な
り
自
由
に
描
き
替
え
を
行

っ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
程

度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
A
の
他

の
段

に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
描
き
替
え
は
A
に
共
通
す

る
特
徴

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
例
に
お
い
て
は
、
添
景
的
な
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
も
、
東
寺

本
の
②
の
場
面
の
庭
に
居
た
黒
犬
が
、
角
屋
本
で
は
白
と
茶
色
の
犬
二
匹
に
な
る

な
ど
、
東
寺
本
の
図
様
に
拘
ら
な
い
自
由
な
描
写
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
は
、

添
景
的
な
モ
チ
ー
フ
に
生
じ
た
異
同
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
W
1
5

「石
碑
建
立
」
の
冒
頭
に
描
か
れ
た
恵
果
入
滅
の
場
面
を
見
て

み
よ
う
。
寝
台
に
横
た
え
ら
れ
た
恵
果
を
取
り
囲
み
、
人

々
が
悲
嘆
に
く
れ
る
と

い
う
東
寺
本
の
構
図
は
、
明
ら
か
に
浬
桑
図
を
模
し
た
も
の
で
あ
り
、
角
屋
本
も

同
様
の
構
図
を
と
る

(図
3
)。
こ
こ
で
は
、
恵
果
と
大
師
以
外

の
人
物
は
添
景

的
モ
チ
ー
フ
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
東
寺
本
で
は
こ
れ
が
二
十
二
人
で

あ
る
の
に
対
し
、
角
屋
本
で
は
三
十
四
人
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
角
屋
本
に

お
い
て
は
、
人
数
が
増
え
た
分
だ
け
人
々
の
悲
嘆
が
増
幅
し
、
画
中
の
緊
迫
感
も

高
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
東
寺
本
に
描
か
れ
た
人
物
の
大
部

分
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
人
物
を
角
屋
本

の
中
に
見
い
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

角
屋
本
が
東
寺
本
の
構
図
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

つ
ま
り
角
屋
本

は
、
東
寺
本
の
本
来
の
図
様
に
、
さ
ら
に
独
自
の
人
物
を
添
加
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
角
屋
本
に
お
け
る
修
飾
的
な
改
変
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
X
1
4

「南
山
入
定
」
に
も
見
ら
れ
る
。
冒
頭
に
描
か
れ
た

大
師
入
定
の
場
面
で
は
、
高
野
山
の
庵
室
で
瞑
目
す
る
大
師
の
周
辺
に
、
東
寺
本

は
十
四
名
の
僧
を
配
す
る
の
に
対
し
、
角
屋
本
は
二
十
二
名
の
僧
を
描
く
(図
4
)。

し
か
も
両
本
を
比
較
す
る
と
、
中
に
は
互
い
に
近
似
し
た
ポ
ー
ズ
を
と
る
者
も
い

る
が
、
角
屋
本
の
大
半
の
僧
は
東
寺
本
と
の

一
対

一
対
応
が
困
難
な
ほ
ど
自
由
な

ポ
ー
ズ
に
描
き
替
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
奥
の
院
へ
向
か
う
場
面

で
は
、
東
寺
本
は
、
御
輿
に
載
せ
ら
れ
た
大
師
と
こ
れ
を
担
ぐ
僧
六
名
を
描
く
の

み
で
あ
る
が
、
角
屋
本
は
そ
の
前
後
に
十

一
名
の
僧
を
加
え
て
い
る
。
先
の
恵
果

入
滅
の
場
面
と
同
じ
く
、
独
自
の
人
物
を
添
加
し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

修
飾
の
度
合
が
さ
ら
に
強
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
逆
に
人
物
の
数
が
減
少
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
V
1
5

「大
内
書
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額
」
で
は
、
東
寺
本
が
応
天
門
の
内
側
に
描
い
て
い
た
人
物
を
、
角
屋
本
は
全
て

省
略
し
て
い
る
。
ま
た
、
皿
1
4

「
存
問
勅
使
」
で
は
、
長
安

へ
向
か
う
行
列
の

従
者
や
沿
道
の
見
物
の
人

々
を
、
同
じ
く
阻
1
1

「東
寺
灌
頂
」
で
は
、
僧
と
楽

人
の
長
い
行
列
と
見
物
の
人

々
を
、
角
屋
本
は
適
宜
間
引
き
し
な
が
ら
、
描
き
替

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
よ
り
簡
潔
な
画
面
を
作
る
た
め
の
省
略
的
な
改
変
と
見

な
さ
れ
る
。

以
上
は
、
角
屋
本
に
お
い
て
人
物

の
増
減
が
比
較
的
目
立

っ
た
例
で
あ
る
が
、

添
景
的
な

モ
チ
ー
フ
の
部
分
に
、
こ
の
よ
う
に
積
極
的
な
改
変
を
加
え
る
こ
と
も

角
屋
本
の
特
徴
の

一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。

さ
て
、
以
上

の
こ
と
か
ら
、
A
に
該
当
す
る
四
十
段
の
中
に
は
、
基
本
的
な
構

図
は
東
寺
本
を
写
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
モ
チ
ー
フ
の
表
現
を

改
変
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
添
景
的
な
モ
チ
ー
フ
に
上
述
の
如
き
修
飾
的
あ

る
い
は
省
略
的
な
改
変
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
東
寺
本
と
は
異
な
る
独
自
性

の
あ
る
図
様
を
作
り
出
し
た
も
の
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
角
屋
本
が

東
寺
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
例
に
注
目
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
性
格
は
、
全
て
を
忠
実

に
コ
ピ
ー
す
る

.模
本
"
で
は
な
く
、
む
し

ろ
積
極
的
に
改
変
を
試
み
た

.新
書
本
"
で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
最
後
に
も
う

一
例
、
W
1
3

「図
像
写
経
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
恵

果
が
大
師
の
た
め
に
仏
画

・
経
論

・
密
教
法
具
等
を
調
え
さ
せ
る
と
い
う
段
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
、
絵
師
が
両
界
曼
茶
羅
を
描
い
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
東
寺
本

は
、
胎
蔵
界
の
各
院
の
区
分
と
中
台
八
葉
院
を
、
お
よ
び
金
剛
界
の
各
会
の
区
分

と

一
印
会
を
、
と
も
に
そ
れ
ら
し
く
描

い
て
い
る

(図
5
)
。
と
こ
ろ
が
、
角
屋

本
の
そ
れ
は
全
く
意
味
不
明
の
、
強
い

て
言
う
な
ら
ば
日
本
画
の
表
装
あ
い
た
不

可
思
議
な
図
様
に
変
貌
し

て
い
る

(図
6
)
。
こ
れ
は
、
角
屋
本

の

"新
書
本
"

と
し
て
の
性
格
が
裏
目
に
出
た
例
で
あ

る
が
、
同
時
に
角
屋
本
の
絵
師
が
両
界
曼

茶
羅
を
理
解
し

て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
、

つ
ま
り
絵
仏
師
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三

図
様
比
較

(B
)

B
は

「構
図
の

一
部
に
比
較
的
目
立

っ
た
異
同
が
あ
る
も
の
」
で
あ
り
、
十
五

段
が
該
当
す
る
。
そ
の
異
同
の
内
容
を
、
さ
ら
に
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
、

一
段
中
に
二
種
以
上
の
異
同
が
複
合
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

a

主
要
な
人
物

の
配
置
に
異
同
が
あ
る
も
の

b

背
景
と
な
る
建
物
の

一
部
に
、
比
較
的
大
き
な
異
同
、
あ
る
い
は
省
略
が

あ
る
も
の

c

図
様
の

一
部
が
完
全
に
描
き
替
え
ら
れ
て
い
る
も
の

d

二
場
面
で
構
成
さ
れ
る
段
に
お
い
て
、
展
開
の
順
序
が
逆
に
な

っ
て
い
る

も
の

人
物
に
関
す
る
異
同
に
つ
い
て
は
前
章
で
も
述
べ
た
が
、
こ
の
章
の

a
で
は
、

主
要

モ
チ
ー
フ
と
な
る
人
物
の
配
置
に
異
同
が
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
例
え

ば
、
1
-
5

「出
家
学
法
」
の
大
師
と
勤
操
僧
正
、
I
1
5

「老
嬬
授
鉢
」
第
二

場
面
の
大
師
と
老
女
、
V
1
2

「帰
朝
奏
表
」
の
大
師
と
太
宰
の
大
監
高
階
遠
成
、

こ
れ
ら
の
人
々
を
見
る
と
、
角
屋
本
は
東
寺
本
の
配
置
を
九
十
度
回
転
し
て
描
い

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
H
1
5

「老
幅
授
鉢
し
の
第
三
場
面
で
は
、
大
師
と

大
師
が
文
字
を
書
付
け
て
い
る
柱
が
、
皿
ー
2

「八
幡
鎮
座
」
で
は
、
大
師
と
社

殿
の
配
置
が
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
反
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
例
は
見
た
目

に
は
変
化
が
小
さ
い
の
で
、
A
の
添
景
的
モ
チ
ー
フ
に
多
く
の
異
同
が
生
じ
た
例

に
比
べ
る
と
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
に
、
東
寺
本
と
の
相
似
性
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
説
話
内
容

へ
の
影
響
は
認
あ
ら

れ
ず
、
こ
れ
ら
の
異
同
は
、
角
屋
本
の
細
部
に
拘
ら
な
い
性
格
か
ら
生
じ
た
単
純

な
改
変
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
皿
1
4

「神
泉
祈
雨
」
の
場
合
は
、
い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
る
。

こ
れ
は
、
大
師
が
神
泉
苑
で
請
雨
経
を
修
す
る
と
、
龍
王
が
顕
現
し
た
の
で
、
朝
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廷
か
ら
勅
使
を
遣
わ
し
御
幣
等
を
供

え
た
と
い
う
話
を
表
し
た
も
の
で
あ
ゐ
。
東

寺
本
は
画
面
の
中
心
を
池
と
し
、
右

に
大
師
と
数
名
の
伴
僧
を
、
左
に
御
幣
を
供

え
に
や

っ
て
来
る
勅
使
の

一
行
を
描

い
て
、
二

つ
の
場
面
の
間
に
時
間
的
な
展
開

を
考
慮
し
た
構
成
を
と
る
。
こ
れ
に
対
し
、
角
屋
本
は
勅
使
を
画
面
の
冒
頭
に
移

し
、
大
師
た
ち

の
後
方
の
位
置
に
描
く

(図
7
)
。

一
見
す
る
と
、
東
寺
本
の
二

場
面
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
た
よ
う
な
構
成

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
角
屋
本
で

は
、
画
面
全
体
が
勅
使
の
到
着
後
を
表
す

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
勅
使
の
配
置
の

変
更
に
伴

い
、
こ
こ
で
は
、
画
面
上

の
時
間
展
開
に
も
微
妙
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
の
b
は
、
背
景
と
な
る
建
物
に
異
同
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
建
具
や
室

礼
な
ど
細
部

に
つ
い
て
の
異
同
は
A
の
許
容
範
囲
に
含
め
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、

建
物
の
構
造
や
配
置
に
つ
い
て
の
比
較
的
大
き
な
異
同
を
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば

I
1
5

「出
家
学
法
」
で
は
、
東
寺
本
は
勤
操
僧
正
の
僧
房
を
懸
崖
造
と
す
る
が
、

角
屋
本
は
平
地
上
の
建
物
と
す
る
。

同
じ
く
皿
1
2

「舎
利
灌
浴
」
で
は
、
東
寺

本
は
清
涼
殿
を
水
平
方
向
に
描
く
が
、
角
屋
本
は
左
上
が
り
の
斜
線
上
に
描
く
。

そ
の
た
め
に
、大
師
の
左
に
居
た
伴
僧
三
名
は
描
か
れ
る
べ
き
ス
ペ
ー
ス
を
失
い
、

霞
の
中
に
姿
を
隠
す
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
建
物
を
省
略
し
た
例
に
は
、
V
1

1

「三
鈷
投
所
」
の
冒
頭
の
建
物
、

W
1
4

「堂
塔
草
創
」
の
高
野
の
御
影
堂
、

珊
1
2

「八
幡
鎮
座
」
の
八
幡
社
の
門
塀
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
例
か
ら
は
、

角
屋
本
に
は
、
東
寺
本

の
画
面
内
容
を
簡
略
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
何
れ
の
場
合
も
、
先
の

a
の
大
半
の
例
と
同
じ
く
、
説
話

内
容

へ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
刈
1
2

「官
位
追
贈
」、
刈
1
3

「大
師
謹
号
」、
H
1
4

「博
陸
参
詣
」

の
三
段
は
、
い
ず
れ
も
高
野
の
奥
の
院
を
舞
台
と
す
る
段
で
あ
る
。
次
は
、
こ
こ

に
生
じ
た
異
同
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
東
寺
本
の
阻
1
2

・
3
は
、
大
師
の
廟
堂

が
あ
る
べ
き
位
置
に
何
故
か
多
宝
塔
を
描

い
て
い
る
が

(図
8
)、
角
屋
本
は
、

こ
の
誤
り
を
訂
正
し
、廟
堂
の
本
来
の
形
で
あ
る
宝
形
造
の
建
物
を
描
く
(図
9
)
。

ま
た
刈
1
3

・
4
で
は
、
角
屋
本
は
廟
堂
の
前
に
拝
殿
を
描
い
て
い
る
が
、
東
寺

本
は
こ
れ
を
描
か
な
い
。
こ
の
拝
殿
は
、
剛
1
4
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
参
詣
に

際
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
図
様
と
し
て
は
、
そ
れ
以
前
の
事
蹟
で

あ
る
皿
1
3
に
つ
い
て
は
東
寺
本
が
、
刈
ー
4
に
つ
い
て
は
角
屋
本
が
正
し
い
こ

と
に
な
る
。
角
屋
本
が
、
H
-
3
に
ま
で
拝
殿
を
描
い
た
の
は
、
次
の
刈
1
4
に

つ
ら
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
絵
巻
が
製
作
さ
れ
た
時
代
の
状
況
を
反
映
さ
せ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
三
段
に
見
ら
れ
る
異
同
は
、
角
屋

本
が
東
寺
本

の
単
な
る

コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
批
判
的
な
性
格
も
有
す
る
写
本
で

あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、

c
に
該
当
す
る
の
は
皿
1
3

「長
安
奏
聞
」、
皿
1
5

「青
龍
受
法
」

の
二
段
で
あ
る
。
ま
ず
皿
ー
3
は
、
前
半
に
、
福
州
の
長
官
が
遣
唐
使
節
の

一
行

を
も
て
な
す
場
面
を
、
後
半
に
、
人

々
が
長
安

へ
の
出
発
の
用
意
を
調
え
る
場
面

を
描
く
。
東
寺
本
は
、
そ
の
後
半
部
を
屋
外
の
場
面
と
す
る
が
、
角
屋
本
は
板
葺

の
小
屋
を
設
け
、
そ
の
中

の
場
面
と
し
て
描
い
て
い
る

(図
10
)
。
こ
れ
は
、
添

景
的
な
モ
チ
ー
フ
に
修
飾
的
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
A
に
準
じ
る

異
同
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
皿
1
5
は
、
大
師
が
唐
の
青
龍
寺
で
恵
果
に
会
い
、
灌
頂
を
受
け
る
段
で

あ
る
。
冒
頭
の
滝
の
流
れ
る
断
崖
、
恵
果
の
住
房
、
そ
の
左
下
方
の
雲
間
に
見
え

る
塔
ま
で
は
、
両
本
と
も
同
じ
構
成
を
と
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
、
東
寺
本
は

雲
間
の
続
き
に
灌
頂
堂
と
お
ぼ
し
き
建
物
を
描
い
て
大
師
の
灌
頂
を
暗
示
し
、
さ

ら
に
五
百
の
僧
を
供
養
す
る
斎
会
の
様
子
を
描
く
の
に
対
し
、
角
屋
本
は
木
立
ち

の
中
に
入
母
屋
造
の
大
屋
根
を
描
く
の
み
で
あ
る

(図
11
)
。
こ
ち
ら
は
省
略
的

な
改
変
で
あ
る
が
、
そ
の
改
変
の
度
合
は
か
な
り
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

最
後

の
d
に
は
、
W
1
5

「濁
水
手
水
」
、
W
1

2

「明
神
衛
護
」
の
二
段
が

該
当
す
る
。
W
1
5
は
、
①
大
師
が
愼
尾
寺
に
清
泉
を
涌
き
出
さ
せ
る
、
②
高
貴

寺
で
誓
願
を
発
し
、
檜
の
葉
を
椿
の
木
に
生
い
付
け
る
、
と
い
う
二

つ
の
話
か
ら

な
る
。
東
寺
本
の
①
は
、
大
師
が
地
面
を
加
持
し
て
泉
を
湧
き
出
さ
せ
る
と
こ
ろ
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に
加
え
、
そ
の
泉
か
ら
生
じ
た
水
を
人
々
が
浴
び
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
を

描
く
。
こ
れ
は
、
こ
の
水
を
飲
沐
す
れ
ば
病
が
治
る
と
い
う
霊
水
の
功
徳
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
②
に
は
、
大
師

が
檜

の
葉
で
手
を
擦
り
清
め
る
と
こ
ろ
と
、

枝
の
至
る
と
こ
ろ
に
既
に
檜
の
葉
を
生
い
付
け
た
椿
の
木
を
描
く
。
こ
こ
で
、
こ

の
椿
の
木
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
は
、
も
は
や
大
師
の
眼
前
に
あ
る
椿
の
木
で
は

な
く
、
後
世
の
繁
茂
し
た
状
態
を
示
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
寺
本
の

,

画
面
は
、
こ
の
よ
う
に
、
奇
跡
を
引
き
起
こ
す
大
師
の
行
動
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
展
開
を
も
暗
示
的
に
描
き
込
む
点
に
特
徴
が
あ
り
、
二
場
面
と
も
に
説
明
的

な
傾
向
の
強
い
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
角
屋
本
は
①
②
を
逆
順
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
自
体

に
も
改
変
を
加
え
て
お
り
、
そ
の
点

で
は

c
に
も
該
当
す
る

(図
12
)
。
先
に
描

か
れ
た
②
で
は
、
檜
の
葉
は
既
に
大
師
の
手
に
は
な
く
、
椿
の
木
も
大
師
に
最
も

近
い
と
こ
ろ
の
枝
先
に
の
み
檜
を
生

い
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
さ

に
大
師
が
檜
の
葉
を
投
げ
か
け
、
そ
れ
が
椿
の
枝
先
に
生
い
付
い
た
瞬
間
を
表
し

た
場
面
で
あ
る
。
ま
た
①
で
は
、
三
鈷
杵
を
持

つ
大
師
と
流
水
が
描
か
れ
る
の
み

で
、
霊
水
の
功
徳
を
暗
示
す
る
人
物

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
①
②
と
も
に
、
東
寺

本
の
説
明
的
な
部
分
を
除
去
し
、
大
師
の
起
こ
し
た
奇
跡
そ
の
も
の
を
強
調
す
る

図
様
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

残
る
W
1
2

「明
神
衛
護
」
に
は
、
①
高
野
大
明
神
が
大
師
に
領
地
を
献
じ
る
、

②
丹
生
明
神
の
社
で
巫
祝
が
大
師
に
託
宣
を
伝
え
る
、
と
い
う
二

つ
の
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
。
角
屋
本
は
、
こ
れ
を
②
①

の
順
に
描
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
は

東
寺
本
と
大
差
な
い

(図
13
)
。
た
だ

し
、
大
師
の
僧
衣
が
通
常
の
檜
皮
色
か
ら

墨
染
に
変
わ

っ
て
い
る
点
が
異
様
で
あ
る
が
、
同
様
の
変
化
は
D
の
W
1
1

「南

山
表
請
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
B
に
該
当
す
る
十
五
段
を
通
覧
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
異
同
の
大
半
は
、

A
の
場
合
と
同
じ
く
、
角
屋
本
の
自
由
な
描
写
態
度
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
a
の
皿
1
4
「神
泉
祈
雨
」、

d
の
W
1
5

「濁
水
手
水
」
の
二
例
は
、
東
寺
本
が
含
む
時
間
的
か

つ
説
明
的
な

展
開
を
、
角
屋
本
は
説
話
の
中
の
あ
る

一
点
に
置
換
し
て
表
そ
う
と
す
る
点
で
、

ま
た
b
の
奥
の
院
を
描
く
三
段
は
、
東
寺
本
の
図
様
を
批
判
的
に
写
し
て
い
る
点

で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。

四

図
様
比
較

(C
)

C
は

「角
屋
本
で
、
場
面
の
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
五
段
が

該
当
す
る
。
以
下
、
順
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

皿
1
1

「渡
海
入
唐
」
は
、
留
学
僧
と
な

っ
た
大
師
が
遣
唐
船
に
乗

っ
て
唐
に

渡
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
東
寺
本
は
、
①
大
師
を
乗
せ
た
小
舟
が
岸

を
離
れ
る
と
こ
ろ
、
②
遣
唐
船
が
帆
に
風
を
は
ら
ま
せ
て
航
行
す
る
と
こ
ろ
、
③

風
雨
に
帆
を
壊
さ
れ
て
漂
流
す
る
と
こ
ろ
、
以
上
三
場
面
を
描
く
。
そ
の
背
景
は

連
続
し
た

一
つ
の
海
と
し
て
表
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
波
は
、
説
話
の
展
開
に
合

わ
せ
て
、
後
に
な
る
ほ
ど
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は
、

出
帆
か
ら
嵐
に
遭
う
ま
で
の

一
連
の
出
来
事
が
、
次
第
に
荒
れ
模
様
に
な

っ
て
い

く
海
の
中
で
、
次
々
と
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
角
屋
本
は
、
①
を
省
略
し
、
②
③
に
つ
い
て
も
異
な
る
画
面
構

成
を
と
る

(図
14
)
。
す
な
わ
ち
背
景
の
海
を
大
き
く
二
分
し
、
前
半
に
、
②
に

対
応
す
る
穏
や
か
な
波
の
中
を
航
行
す
る
場
面
を
、
後
半
に
、
③
に
対
応
す
る
風

雨
に
荒
れ
る
波
の
中
を
漂
流
す
る
場
面
を
描
く
。
空
に
か
か
る
雨
雲
は
、
②
の
末

尾
か
ら
③
ま
で
連
続
し
、
二
つ
の
海
の
間
の
余
白
の
上
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、

二
艘
の
船
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
の
中
で
、
互
い
に
独
立
し
た
場
面
を
構
成
し
て
い

る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
東
寺
本
は
出
来
事
を
逐
次
的
に
表
し
、
そ
の
連
続
的

な
展
開
を
重
視
し
た
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
角
屋
本
は
航
行
中
の
対
照
的
な
二

つ
の
時
点
を
取
り
出
し
、
そ
の
間
の
連
続
性
に
は
拘
ら
な
い
構
成
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
次
に
、
W
1
8

「流
水
点
字
」
は
、
長
安
滞
在
中
の
大
師
に
つ
い
て
の
話
で
あ
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る
。
大
師
は
城
中

の
流
水
の
ほ
と
り

で

一
人
の
童
子
に
会
い
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
流
水
に
文
字
を
書
く
。
そ
の
文
字
は
乱
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
て
行
き
、
感
嘆
し

た
童
子
は
自
ら
も

「龍
」
と
い
う
文
字
を
書
く
が
、
右
の
小
点
を
打
ち
忘
れ
る
。

大
師
に
問
わ
れ
て
、
そ
の
点
を
打

つ
と
、
文
字
は
忽
ち
本
当
の
龍
と
な

っ
て
空
に

昇

っ
て
行

っ
た
。
童
子
は
実
は
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
り
、
文
殊
の
姿
を
現
じ
、

去

っ
て
行
く
と
い
う
話

で
あ
る
。

東
寺
本
は
、
①
大
師
と
童
子
が
筆
を
持

つ
と
こ
ろ
、
②
童
子
の
書
い
た
文
字
が

本
当

の
龍
と
な
る
と
こ
ろ
、
③
文
殊

菩
薩
が
飛
び
去
る
と
こ
ろ
、
以
上
の
三
場
面

で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
厳
密
に
言
え
ば
、
①
は
、
大
師
が

文
字
を
書
く
場
面
と
、
そ
の
後
に
童

子
が
文
字
を
書
く
場
面
を
、
同
じ
く
②
は
、

童
子
の
書

い
た
文
字
を
大
師
が
指
さ
す
場
面
、
童
子
が
小
点
を
加
え
る
場
面
、
文

字
が
龍
に
な
る
場
面
を
、
そ
れ
ぞ
れ
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
東
寺
本
は
、

こ
の
よ
う
に
話
の
内
容
を
逐

一
絵
画
化
し
な
が
ら
、
時
間
的
に
近
接
し
た
い
く

つ

か
の
シ
ー
ン
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
①
②
を
場
面
ら
し
く
合

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
角
屋
本
は
①
を
省
略
し
、
②
に
も
改
変
を
加
え
る

(図
15
)。

東
寺
本
の
②

で
は
、
大
師
と
童
子
の
視
線
は
童
子
の
持

つ
筆
先
に
向
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
時
点

で
は
、
ま
だ
龍
は
現
れ

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

(図
16
)。
と

こ
ろ
が
、
角
屋
本
で
は
、
大
師
の
指
差
し
の
ポ
ー
ズ
や
童
子
の
筆
を
持

つ
ポ
ー
ズ

は
東
寺
本
と
同
じ
で
あ
る
の
に
、
二
人
の
視
線
は
既
に
龍
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

②
の
全
体
が

"龍
の
出
現
"
と
い
う
奇
跡
の
瞬
間
を
表
す
も
の
に
変
え
ら
れ
て
い

る

(図
17
)
。

つ
ま
り
、
図
様
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
が
表
す
内
容
は
全
く
異
な

っ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
を
比

較
す
る
と
、
東
寺
本
は
先
の
皿
ー
1

「渡
海
入
唐
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
説
話
内

容
を
逐
次
的
に
展
開
さ
せ
る
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
角
屋
本
は
特
定
の
時
点
を

取
り
出
し
、
そ
の
瞬
間
の
劇
性
を
強
調
す
る
構
成
を
指
向
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
③
は
と
も
に
画
面
左
上
方

に
描
か
れ
、
説
話
の
展
開
上
で
は
大
差
な
い

構
成
で
あ
る
が
、
東
寺
本
は
五
髪
の
文
殊
を
描
く
の
に
対
し
、
角
屋
本
は
蓬
髪
の

文
殊
を
描
い
て
お
り
、
漢
画
的
な
性
格
を
色
濃
く
漂
わ
せ
る
。

V
1
3

「溜
水
生
樹
」
は
、
大
師
が
、
入
唐
の
際
に
衛
護
を
受
け
た
豊
前
国
賀

春
明
神
に
参
詣
し
、
厳
石
ば
か
り
で
草
木
の
な
い
こ
の
山
に
、
法
力
で
も

っ
て
樹

木
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
東
寺
本
は
、
①
大
師
が
社
殿
を
拝
す
る
と

こ
ろ
、
②
香
水
を
加
持
し
て
厳
石
に
注
ぐ
と
こ
ろ
、
以
上
二
場
面
を
描
く
。
背
景

に
は
同
じ
場
所
を
繰
り
返
し
、
鳥
居
も
社
殿
も
同
じ
角
度
か
ら
描
い
て
、
そ
の
間

を
流
水
等
の
風
景
で
つ
な
ぐ
が
、
①

の
周
囲
が
岩
山
で
あ
る
の
に
対
し
、
②
の
周

囲
に
は
、
既
に
樹
木
が
生
い
茂
り
花
が
咲
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奇
跡
が
起
こ
る

前
と
後
の
状
態
を
対
比
さ
せ
た
説
明
的
な
構
成
と
見
ら
れ
る
。

一
方
、
角
屋
本
は

①
を
省
略
し
、
②
の
み
を
描
く
。
つ
ま
り
東
寺
本
の
二
場
面
の
う
ち
、
よ
り
劇
的

な
性
格
の
強
い
方
を
選
択
し
、
こ
れ
を
重
点
的
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

V
1
6

「清
涼
宗
論
」
は
、
清
涼
殿
に
お
け
る
他
宗
と
の
優
劣
論
争
の
際
に
、

大
師
が
即
身
成
仏
を
体
現
し
、
自
ら
大
日
如
来
の
姿
を
現
じ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

東
寺
本
は
、①
大
師
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
他
宗
の
僧
侶
ら
と
向
か
い
合
う
と
こ
ろ
、

②
大
日
如
来
と
な

っ
た
大
師
を
人

々
が
礼
拝
す
る
と
こ
ろ
、以
上
二
場
面
を
描
く
。

背
景
に
は
清
涼
殿
を
異
な
る
角
度
か
ら
二
度
描
き
、
そ
の
間
に
は
霞
を
か
け
て
処

理
す
る
。
角
屋
本
は
、

こ
こ
で
も
①
を
省
略
し
、
②
の
み
を
描
く

(図
18
)
。
奇

跡
が
起
こ
る
前
と
後
の
状
態
を
対
比
的
に
描
く
東
寺
本
に
対
し
、
角
屋
本
が
後
の

状
態
だ
け
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
の
関
係
は
、
先
の
V
1
3

「漉
水
生
樹
」
の
場

合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

最
後
に
、
X
1
1

「正
月
修
法
」
は
、
宮
中
真
言
院
に
お
い
て
、
正
月
八
日
か

ら
十
四
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
後
七
日
法
の
由
来
を
説
く
段
で
あ
る
。東
寺
本
は
、

①
大
師
が
小
さ
な
宝
塔
を
奉
持
す
る
伴
僧
を
従
え
、
堂
内
に
入
ろ
う
と
す
る
と
こ

ろ
、
②
結
願
の
日
に
、
大
師
が
天
皇
の
前
で
二
器
の
香
水
を
加
持
し
、
慶
を
招
き

災
い
を
払
う
儀
式
を
行
う
と
こ
ろ
、
以
上
二
場
面
を
描
く
。
①
は
真
言
院
を
、
②

は
清
涼
殿
を
背
景
と
し
、
そ
の
間
に
は
霞
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
の
角
屋
本
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は
、
や
は
り
①
を
省
略
し
、
②

の
み
を
描
く
。
こ
こ
で
は
、
①
②
は
奇
跡
の
前
後

と
い
う
関
係
で
は
な
い
が
、
こ
の
段

の
主
題
で
あ
る
後
七
日
法
の
始
ま
り
と
終
わ

り
を
対
比
的
に
表
す
と
い
う
点
で
は
、
東
寺
本
の
構
成
は
先
の
二
例
に
準
じ
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
段
に
お
い
て
も
、

東
寺
本
と
角
屋
本
の
場
面
選
択
の
関
係
は
、
先
の
二
例
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
の
五
例
を
通
覧
す
る
と
、
東
寺
本
と
角
屋
本
の
構
成
に
は
、
明
ら
か
な
相

違
が
認
め
ら
れ
る
。
東
寺
本
は
、
説
話
の
内
容
を
逐
次
的
に
表
し
、
説
明
的
に
展

開
さ
せ
る
傾
向
が
強
い
。

一
方
の
角

屋
本
は
、
皿
ー
1

「渡
海
入
唐
」
は
さ
て
お

き
、
他
の
四
例
に
お
い
て
は
、
説
話

に
と

っ
て
最
も
重
要
な
場
面
、
し
か
も
劇
的

な
変
化
の
あ
る
場
面
を
選
択
し
て
描
き

、
そ
れ
以
外
の
場
面
は
省
略
す
る
傾
向
が

強
い
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
東
寺
本

は
説
話
の
連
続
的
な
展
開
を
重
視
す
る
の

に
対
し
、
角
屋
本
は
あ
る

一
点
を
強

調
す
る
構
成
を
と
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
皿
i
1

「渡
海
入
唐
」
に

つ
い
て
は
、
角
屋
本
の
構
成
を
嵐
の
前
後
を

対
比
的
に
描
い
た
も
の
と
見
る
な
ら
ば

、
こ
の
構
成
は
、
前
述
し
た
東
寺
本
の
V

1
3

「漉
水
生
樹
」
以
下
の
三
段
に
類
似
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
東
寺
本
皿
l
l

「渡
海
入
唐
」
の
連
続
性
の
あ
る
構
成
に
比

べ
る
な
ら
ば
、

角
屋
本
の
構
成
は
、や
は
り
な
お
並
列
的
な
構
成

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
五
段
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
は
、
A
で
指
摘
し

た
よ
う
な
改
変
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
皿
ー
1

「渡
海
入
唐
」
の

船
、
X
1
1

「正
月
修
法
」
の
伴
僧
や
廷
臣
の
配
置
、
清
涼
殿
の
細
部
な
ど
に
異

同
が
認
め
ら
れ
る
。
中

で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
V
-
6

「清
涼
宗
論
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
日
如
来
に
朱
と
金
の
身
光
を
加
え
、
こ
れ
を
拝
す
る
人
々

を
増
や
し
、
さ
ら
に
奇
跡
を
聞
い
て
駆
け

つ
け
る
人
々
を
よ
り
動
的
に
表
す
と
い

う
改
変
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
尊
容

の
威
厳
を
増
幅
す
る
と
と
も
に
、
人

々
の

驚
き
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
奇
跡

の
劇
性
を
高
め
る
効
果
を
持

っ
て
い
る
。

既
に
述

べ
た
W
1
8

「流
水
点
字
」
の
②
と
、
改
変
の
内
容
は
異
な
る
が
、
場
面

の
劇
性
を
高
め
る
と
い
う
効
果
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。

五

図
様
比
較

(D
)

D
は

「構
図
が
全
く
異
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
該
当
す
る
の
は
W
1
1

「南
山
　
　

　

表
請
」

一
段
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、

こ
こ
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

東
寺
本
の
詞
書
は
、
弘
仁
七
年

(八

一
六
)
の
夏
、
大
師
が
修
禅

の
た
め
の
伽

藍
を
建
立
す
る
勝
地
と
し
て
南
山
、
す
な
わ
ち
高
野
山
を
選
び
、
朝
廷
に
上
表
し

て
こ
の
山
を
申
し
請
け
た
こ
と
、
勅
許
が
下
り
た
後
、
大
師
は
泰
範
、
実
恵
等
を

高
野
山
に
向
か
わ
せ
、
草
庵
を
結
び
、
自
ら
も
高
雄
の
旧
居
を
去

っ
て
高
野
山
に

は
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
述

べ
る
。
画
面
に
は
、
高
野
の
山
々
が
広
が
り
、
そ
の
中

に
板
葺

の
堂
が
三

つ
描
か
れ
る

(図
19
)
。
堂
の
傍
ら
に
立

つ
の
は
泰
範
あ
る
い

　
　

　

は
実
恵
と
思
し
く
、
ま
た
木
々
の
間
に
描
か
れ
た
二
人
の
人
夫
は
、
草
を
刈

っ
て

堂
を
建
て
た
と
い
う
詞
書
の

一
節
を
暗
示
す
る
モ
チ
ー
フ
と
見
ら
れ
る
。後
半
は
、

大
師
が
入
山
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
三
人
の
弟
子
を
従
え
て
、
こ
の
堂
の
あ
る
方

を
目
指
し
て
登
る
姿
が
描
か
れ
る
。
東
寺
本
の
画
面
は
、
こ
の
よ
う
に
詞
書
の
内

容
に
即
し
た
図
様
と
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
角
屋
本
は
、
山
中
で
あ
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
図
様
は
全
く
異
な

り
、
①
大
師
が
黒
犬
と
白
犬
を
連
れ
た
猟
師
と
語
る
と
こ
ろ
、
②
大
師
が
こ
の
二

匹
の
犬
に
導
か
れ
、
山
を
登

っ
て
行
く
と
こ
ろ
、
以
上
の
二
場
面
を
描
く

(図
20
)。

こ
の
図
様
に
対
応
す
る
内
容
は
、
東
寺
本
の
詞
書
の
中
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
こ
れ

と
同
文

で
あ
る
角
屋
本
の
中
に
も
勿
論
見
あ
た
ら
な
い
。

で
は
、
こ
の
二

つ
の
図
様
は
、
何
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

　ね
　

六
巻
本
系

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
唯

一
の
作
品
で
あ
る
地
蔵
院
本
を
見
る
と
、

W
1
5

「高
野
尋
入
」
に
右
の
①
と
、
ま
た
W
1
6

「巡
見
上
表
」
に
右
の
②
と
、

そ
れ
ぞ
れ
酷
似
し
た
図
様
が
認
め
ら
れ
る
。
次
い
で
、
十
巻
本
系

「高
野
大
師
行
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状
図
画
」
の
代
表
と
し
て
白
鶴
美
術
館
本
を
見
る
と
、
W
1
1

「高
野
尋
入
」
(図

21
)
と
W
-
2

「巡
見
上
表
」

(図

22
)
に
、
や
は
り
同
様
の
図
様
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
三
者
を
比
較
す
る
と
、
角
屋
本
と
白
鶴
美
術
館
本
で
は
猟
師
の
連
れ
た

犬
が
白
と
黒
各

一
匹
で
あ
る
の
に
、
地
蔵
院
本
で
は
黒
二
匹
と
な
る
ほ
か
、
大
師

や
猟
師

の
ポ
ー
ズ
に
も
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の

三
者
が
同
じ
内
容
の
場
面
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
地
蔵
院
本

お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、

「高
野
尋
入
」
の
画
面
は
、
禅
定
の

地
を
尋
ね
求
め
る
大
師
に
、
猟
師

(実
は
高
野
大
明
神
の
化
身
)
が
高
野
の
霊
地

を
教
え
る
と

こ
ろ
、
ま
た

「巡
見
上
表
」
の
画
面
は
、
大
師
が
二
匹
の
犬
に
導
か

れ
て
高
野

へ
向
か
う
と
こ
ろ
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
野
の
伽

藍
の
草
創
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
と

い
う
点
で
は
、
こ
の
二
段
は
東
寺
本
W
1
1

「南
山
表
請
」
と
同
じ
主
題
を
表
し

て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
内
容
は
全
く
異

な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
角
屋
本
W
-
1

「南
山
表
請
」
の
画
面
は
、
原

本
で
あ
る
東
寺
本
の
図
様
を
全
く
無
視
し
、
替
わ

っ
て
六
巻
本
あ
る
い
は
十
巻
本

の

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
か
ら
、
同
じ
く
高
野
の
草
創
を
主
題
と
す
る
段
で
あ

る

「高
野
尋
入
」
お
よ
び

「巡
見
上
表
」
の
図
様
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て
異
常
な
事
態
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
q

と
こ
ろ
で
、
高
野
の
草
創
に

つ
い
て
、
大
師
が
高
野
大
明
神
か
ら
示
現
を
受
け
た

と
い
う
説
話
は
、
古
く
か
ら
流
布
し

て
い
た
ら
し
く
、
旧
永
久
寺
真
言
堂

(保
延

二
年

〈
一
=
二
六
〉
建
立
)
の

「真

言
八
祖
行
状
図
」
の
中
の

「空
海
行
状
絵
」

　に
　

に
も
、

「巡
見
上
表
」
と
同
じ
図
様

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
大
師
の
伝
記
絵
巻
に
お

　ほ
　

い
て
も
、
東
寺
本
系
を
除
く
諸
本
は
、
何
れ
も
こ
の
説
話
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
東
寺
本

の
方
が
特
異
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
角
屋
本
に
お

け
る
こ
の
異
常
事
態
は
、
東
寺
本
の
特
異
性

の
あ
る
図
様
か
ら
、
広
く
流
布
し
て
い
た

「高
野
尋
入
」

「巡
見
上
表
」
の
図
様

へ
の
選
択
的
な
変
更
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
大
師
信

自
仰
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
問
題
を
提
起
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
う

一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
角
屋
本
W
1
1
で
は
、
大
師
の

衣
が
通
常
の
檜
皮
色
で
は
な
く
、
墨
染
め
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
述
の

事
情
に
絡
め
て
想
像
を
巡
ら
す
な
ら
ば
、
そ
の
原
因
は
、
例
え
ば
、
図
様
の
変
更

に
あ
た

っ
て
用
い
ら
れ
た
「高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
粉
本
に
求
め
ら
れ
る
と
い
っ

た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
同
様
の
墨
染
の
衣
が
見
ら
れ

る
W
1
2

「明
神
衛
護
」
で
は
、
先
述
の
ご
と
く
二
場
面
が
逆
順
に
な
る
も
の
の
、

そ
の
図
様
は
東
寺
本
に

一
致
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
右
の
想
像
は
当
て
は
ま
ら
な

い
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

六

結

弦
口口

 

角
屋
本

「弘
法
大
師
行
状
記
絵
巻
」
は
、
東
寺
本

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
の

写
本
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
、
上
述
の
如
く
種
々
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、

一
定
の
改
変
の
方
向
性
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第

一
に
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
の
表
現
は
、
角
屋
本
が
描
か
れ
た
江
戸
中
期
の
時

代
性
を
帯
び
た
も
の
に
変
容
す
る
。
特
に
人
物
は
、
主
要
な
モ
チ
ー
フ
、
添
景
的

な
モ
チ
ー
フ
の
別
な
く
、
時
世
粧
を
帯
び
た
華
や
か
な
も
の
に
変
わ
る
傾
向
が
あ

る
。第
二
に
、
画
面
構
成
に
お
い
て
は
、
東
寺
本
は
概
し
て
説
話
の
時
間
的
展
開
を

重
視
し
、
こ
れ
を
逐
次
的
に
、
ま
た
説
明
的
に
表
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
が
、

角
屋
本
は
、
C
の
例
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
説
話
の
最
も
重
要
な
場
面
を

選
択
し
、
こ
れ
を
重
点
的
に
描

こ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

つ
ま
り
角
屋
本
は
、

東
寺
本

の
説
明
的
な
部
分
を
除
去
し
、
最
も
効
果
的
な

一
点

に
凝
縮
し
て
表
現
す

る
の
で
あ
る
。
B

a
の
皿
1
4

「神
泉
祈
雨
」、
B
d
の
W
1
5

「濁
水
手
水
」

に
お
け
る
構
図
の
変
更
も
、
こ
れ
ら
の
改
変
と
同
列
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

第
三
に
、
右
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
個
々
の
場
面
に
お
い
て
主
題
を
強
調
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す
る
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
る
。
C
の
W
1
8

「流
水
点
字
」
の
龍
の
出
現
シ
ー
ン
は

そ
の
典
型
的
な
例

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
A
の
W
1
5

「石
碑
建
立
」
の
恵
果
入
滅

の
場
面
、
同
じ
く
X
1
4

「南
山
入
定
」
の
大
師
入
定
と
奥
の
院

へ
の
葬
送
の
場

面
に
お
け
る
人

々
の
悲
嘆
の
増
幅
、
ま
た
C
の
V
1
6

「清
涼
宗
論
」
に
お
け
る

人
々
の
驚
嘆

の
増
幅
な
ど
は
、
そ
の
場
の
出
来
事
を
よ
り
印
象
的
な
も
の
に
強
調

す
る
効
果
を
有
し
て
い
る
。

さ
て
、
東
寺
本
と
角
屋
本
の
図
様
を
比
較
し
た
結
果
、
角
屋
本
の
特
質
は
、
既

に
述

べ
た
き
た
よ
う
に
、
東
寺
本
の
全
て
を
忠
実
に
コ
ピ
ー
す
る

.模
本
"
で
は

な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
種

々
の
改
変
を
試
み
た

"新
書
本
"
的
な
性
格
に
あ
る

と
言
え
る
。
最
後
に
検
討
し
た
D
の
W
-
1

「南
山
表
請
」
に
お
い
て
、
角
屋
本

が

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
系
の
図
様
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
れ

が

.模
本
"
で
は
な
く
、
よ
り
自
由
な
性
格
を
有
し
た

.新
写
本
"
で
あ

っ
た
か

ら
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注

(
1
)
拙
考

「
角
屋
所
蔵

『
弘
法
大
師
行
状

記
絵

巻
』
に

つ
い
て
」

(
『角
屋
研
究

馳
第

二

号
、
平
成

4
年
)
。

(
2
)
梅
津

次
郎

氏

の
分
類

に
よ
る
。

梅
津
氏

の
論
考
は
多

数
あ
る
が
、

こ
こ

で
は
主
要

な
も

の
だ
け
を
挙
げ

て
お
く
。

「池
田
家
蔵
弘
法
大
師
伝
絵
と
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」

「地
蔵
院
本
高

野
大

師
行
状
図
画
」

「東
寺
本
弘
法
大
師
伝
絵

の
成
立

」

(
『美
術

研

究
』

78

・
83

・
84
号
、
昭
和
13
年
)
、

「弘
法
大
師
行
状
絵
巻
諸
本
と
白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
」

(
『弘
法
大

師
伝
絵
巻
』
、
角
川
書
店
、
昭
和

58
年
)
。

な
お
、

五
系
統

の
概

略

は
以
下

の
通
り

で
あ
る
。
ω

は
十
巻

か
ら
な
り
、
応
仁

二

年

(
一
四
六
八
)

の
奥

書
を
も

つ
安
楽
寿
院
本

が
完
存
す

る
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
後
期

の
製
作
と
思
わ
れ

る
端
本

が
存
在
す
る
。
⑧
は

ω
と
共

通
す

る
事
蹟
を
多
く
含
む
が
、

詞
書
を
異

に
す

る
別
本

で
あ

る
。

作
品
と
し

て
は
、
鎌
倉
時
代
末

か
ら
南
北
朝
時
代

初

頃

の
製
作

と
推
定

さ
れ
る
高
野
山
地
蔵
院
本

(第

一
巻

は
江
戸
時
代
後
期

の
補
作
)

が
あ

る
の
み

で
あ

る
。
㈲
は
②

の
増
補

本
と
見
な

さ
れ
る
も

の
で
、

元
応
元
年

(
一

三

一
九

)

の
年
記
を

持

つ
白
鶴
美
術

館
本

の
ほ
か
、
室

町
時
代

の
年

記
を
持

つ
も

の

数
件

が
ほ
ぼ
完
存

し
、
さ
ら

に
端
本

も
多
く
存
在
す

る
。
ω
は
十

二
巻
か
ら
な
り
、

そ
の
原
本
は
、
十

四
世
紀
末

に
東
寺

で
製
作
さ
れ

た

(
本
稿

で
言

う
と

こ
ろ

の
東
寺

本
が

こ
れ

に
当

た
る
)
。
⑤
は
十
巻

か
ら
な
り
、
文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)

に
高
野
山

で
開
版

さ
れ
た
。
事

蹟

の
内
容

は
㈹
に

一
致
す

る
が
、

詞
書

の

一
部

に
ω
が
混
入
し

て
お
り
、
ω
③
を
折
衷

し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

(
3
)

長
谷
宝

秀
編

『弘
法
大
師

伝
全
集

』
第
九
巻
、

一
八
五
-

一
八
六
頁

(昭
和

10
年
、

復
刻
版
ピ

カ
タ
、

昭
和

52
年
)
に
よ
る
。

(
4
)
梅
津
次
郎

氏

の
御

示
教

に
よ

る
。

な
お
、

こ
の
ほ
か

に
江
戸

時
代
後
期

に
刊
行
さ

れ
た
版
本
が
あ

る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
省

略
し
た
。

(
5
)
注
1

の
拙
考

で
は
、

三
十

八
段
を
A

に
、
十
七
段
を

B
に
分
類
し
た
が
、

こ
こ
で
、

B
の
二
段
を

A
に
訂
正
し
、
A
を
四
十

段
、
B
を
十

五
段
と
す
る
。

(
6
)
②

⑧
⑤
の
系
統

に
は
、
各
巻

の
冒
頭
に
目
次
が

、
ま
た
各

段
毎

に
も

そ
れ
ぞ
れ
標

題
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
ω

ω
の
系

統

に
は
そ

の
い
ず

れ
も
な

い
。

そ

こ
で
ω

の
東

寺
本

に

つ
い
て
は
、
東
寺
観
智
院

の
賢
賀
僧
正
が
記
し
た

「弘
法
大
師
行
状
記
標
題
」

(宝

暦
七
年
、

一
七
五
七
)

に
お

け
る
命
名
を

用
い
る

の
が
慣
例

と
な

っ
て
い
る
。

角

屋
本

の
内
容

は
東

寺
本
と
全
く

同
じ

で
あ
る

の
で
、

こ

こ
で
も

そ

の
標
題
を
借
用

し
た
。

(
7
)
注

1
の
拙
考
、

八
頁
。

(
8
)
注

1
の
拙
考
、

八
-
九

頁
。

(
9
)
東
寺
本

で
は
、
大
師

の
僧
衣

は
檜

皮
色
を
常
と
す

る
。
し
か

し
、

こ
こ
に
描
か
れ

た
僧

の
衣

は
墨
染
め

で
あ
り
、
こ
れ
を
大
師
と

見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

(
10
)
地
蔵
院
本

に

つ
い
て
は
注
2
参
照
。

(
11
)
白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
は
注
2
参

照
。

(
12
)
柳
沢
孝

「
廃
寺
大
和

永
久
寺
真
言
堂

伝
来

の
真
言

八
祖
行
状
絵

ー
平
安
後
期

に
お

け

る
説

話
画

の

一
遺

例
1
」

(国
際
交

流
美
術
史
研
究
会

第
八
回

シ

ン
ポ

ジ
ア
ム
報
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告
書

『説
話
美
術

』
、

一
九
九

〇
年

三
月
、

二

一
ー

二
二
頁
)。

(
13
)

「高

祖
大

師
秘
密
縁

起
」

で
は

W
1

5
に

「高
野

尋
入
」
が
、

ま
た
版
本

「高

野

大
師
行
状
図

画
」
で
は
W
1

1
に

「高

野
尋

入
」、

W
1

2
に

「
巡
見
上
表
」
が
収
録

さ
れ

て
い
る
。
な
お

、
東
寺
本

系

の
写
本

で
あ
る
観
智
院
本

お
よ
び
個
人
蔵
本

に

つ

い

て
は
未
確

認

で
あ

る
が
、

天
保

四
年

(
一
八

三
三
)

に
刊
行
さ
れ
た
版
本

は
東

寺

本

の
図
様
を
そ

の
ま
ま

写
し
て

い
る
。
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9A

ReappraisaloftheSumiyaCopyofTheIllustratedBiographyofthe

PriestKukai(KoboDaishi)

-AComparisoninmotifandcompositionwith・theT6jiWork一

KimikosHIODE

ThispaperisconcernedwithTheIllustratedBiographyofthePriestKukaiwhichbelongs

toSumiyaofKyoto.TheinscriptionsonthishandscrollwerewrittenbyFujitaniTameshige

andelevenotheraristocrats.Theartistwhopaintedtheillustrationsisunknown,butfrom

thestylewemayinferthathewasinfluencedbytheKanoschool.Thehandscrollwas

completedinMay,1703.

TheSumiyaeditionisacopyoftheworkofthesamenameinToji.Aftercomparing

them,Ifoundthattheinscriptionsmatchedalmostcompletely.Inthecaseoftheillustrations,

too,themotifsandcompositionoftheSumiyacopyarepracticallythesameastheToji

original.Itisnotascrupulouscopy,howeverdetailshavebeenrevisedintocontemporary

style,andchangeshavebeenmadesuchasomissionofcertainparts.Afurtherexampleis

thechapterwhichisthoughttohavebeencopiedfromthemotifsandcompositionofthe

versionwithtenscrolls.WemaythusmaketheobservationthatthisSumiyacopywas

executedbyanartistwithaliberalattitudetowardhiswork.



47 塩出:角 屋本 「弘法大師行状記絵巻」再考一東寺本との図様比較を中心に一

(下段へつづく)

図1東 寺本1-2「 童稚奇異」

(下段へつづ く)

図2角 屋本1-2 「童稚奇異」
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図3角 屋本IV-5「 石碑建立」(部 分)

図4角 屋本X-4「 南山入定」(部 分)

図5東 寺本IV-3「 図像写経」(部 分)図6角 屋本IV-3「 図像写経」(部 分)



49 塩出:角 屋本 「弘法大師行状記絵巻」再考一東寺本との図様比較を中心に一

図9角 屋本XI-2「 官位追贈」(部 分)

図7角 屋本～亜一4「 神泉祈雨」

図8東 寺本m2「 官位追贈」 (部分)

図10角 屋本皿一3「 長安奏聞」(後 半部分)

図11角 屋本皿一5「 青龍受法」(後 半部分)
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図12角 屋本VI-5「 濁水手水」

図13角 屋本W-2「 明神衛護」

(左へっつ く)

(左へ っつ く)

図14角 屋本皿一1「 渡海入唐」

図18角 屋 本V-6「 清涼宗論」
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図15角 屋本IV-8「 流水点字」

図17角 屋本IV-8「 流水点字」(部 分)図16東 寺本IV-8「 流水点字」 (部分)
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(下段へっつく)

図19東 寺本W-1「 南山表請」

図20角 屋本W-1「 南山表請」

図22 白鶴美術館本～肛一2「 巡見上表」(部 分) 図21白 鶴美術館本W-1「 高野尋入」(部 分)




